
報告資料１ 

 

平成２９年度地域公共交通確保維持改善事業の事業評価 

 

１．趣旨説明 

第１６回藤沢市地域公共交通会議において議決をされた、平成２９年度の生

活交通改善事業計画（バリアフリー化設備等整備事業）について、国土交通省

が定める地域公共交通確保維持改善事業補助金交付要綱に従い、所定の事業評

価を行い、関係する書類を国土交通省に提出するものです。 

 

 

２．平成２９年度地域公共交通確保維持改善事業（バリアフリー化設備等整備

事業）の結果 

・ノンステップバス車両 大型（車長９ｍ以上） ６台 

・ＵＤタクシー車両  ３台 

 

 

３．平成２９年度地域公共交通確保維持改善事業評価結果に係る提出物 

・別添１［地域公共交通確保維持改善事業・事業評価（生活交通確保維持改善

計画に基づく事業）］ 

・別添１－２［事業実施と生活交通確保維持改善計画との関連について］ 

 

 

４．参考資料（参考資料２参照） 

・第１６回藤沢市地域公共交通会議議決内容（平成３０年３月） 

生活交通改善事業計画 

（バリアフリー化設備等整備事業－ノンステップバス） 

（バリアフリー化設備等整備事業－ＵＤタクシー） 

 



別添１

令和元年７月２日

協議会名： 藤沢市地域公共交通会議

評価対象事業名： バリアフリー化設備等整備事業

①補助対象事業者等 ②事業概要
③前回（又は類似事業）の
事業評価結果の反映状況

⑥事業の今後の改善点
（特記事項を含む）

地域公共交通確保維持改善事業・事業評価（生活交通確保維持改善計画に基づく事業）

事業が計画に位置づけら
れたとおり、適切に実施さ
れた。

④事業実施の適切性

Ａ

⑤目標・効果達成状況

事業が概ね計画どおり実施さ
れ、利用者の移動の円滑化・利
便性の向上が図られたことか
ら、引き続き事業を進める。

事業が概ね計画どおり実施さ
れ、利用者の移動の円滑化・利
便性の向上が図られたことか
ら、引き続き事業を進める。

神奈川中央交通（株）
江ノ島電鉄（株）

ノンステップバスの導入 Ａ

令和2年度（平成32年度）
までに70％以上とする目標
に向け、6 台導入した（ノン
ステップバス車両割合は約
50％）

藤沢市域内のノンステップバ
ス車両の割合を令和2年度（平
成32年度）までに70％以上とす
る目標に反映。

藤沢市域内のＵＤタクシー車
両を令和2年度（平成32年度）
までに32台とする目標に反映。

令和2年度（平成32年度）
までに32台とする目標に向
け、3台導入した（UDタク
シー車両は9台となった）

（株）ミナミ商会
和光交通（株）

ＵＤタクシー（スロープ車両）の
導入

事業が計画に位置づけら
れたとおり、適切に実施さ
れた。

Ａ Ａ



地域の交通の目指す姿
（事業実施の目的・必要性）

　市内では高齢化が進み、病院や福祉施設周辺の道路、駅施設などの公共施設におけるユニバーサル化、交通安全
対策の推進と併せて、公共交通車両のバリアフリー化を進めることが重要と考えられます。このことから、施設のバリ
アフリー化と併せ、バス事業者と連携したノンステップバス及びタクシー事業者と連携したＵＤタクシーの導入を促進し
ます。

別添１－２

事業実施と生活交通確保維持改善計画との関連について

令和元年７月２日

協議会名： 藤沢市地域公共交通会議

評価対象事業名： バリアフリー化設備等整備事業
















